
2  　第一章　D 調第１ポジション練習

(1) この曲は「全弓」の練習です。右手のそれぞれの指をどのように使って弓を持つのかに注意しましょう。このとき、

すべての指をよくリラックスさせねばなりません。特に親指は弓をぎゅうぎゅうに握りしめないよう気をつけましょう。

(2) 手首の力を抜いて自由自在に動ける状態にしておきます。動作は柔軟に、決して硬くこわばらないようにしましょ

う。弓が「弓尖」（弓の先）や「弓根」（弓の手元の方）まできて、そこで「換弓」（運弓の方向を変える）のときに、

手首と手の形の切り替えを自然に、うまく連動させるようにしましょう。

この曲を十分にマスターできたら、次は 2 倍の速度で練習してみましょう。四分の四拍子を四分の二拍子にかえて、

　１　２　｜　１ 　２ 　｜　１１  ２２　｜　１１  ２２　 … というふうにひいていきます。そのあとも同様に。
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【訳注】
２．空弦練習（開放弦練習）（二）　張韶作曲

(1) 原注 1、原注 2 の「全弓」「弓尖」「弓根」、下の訳注 2 にある「右半弓」はみな弓の部位の名前である。詳細については上巻【§42】参照。

(2) 原注 1 には「全弓の練習」とあるが、実際に全弓でひくのは第２小節の「用全弓」（全弓で、の意）と書いてあるところからである。

この段階では弓の長さと音符の長さは比例しているので、最初の４小節の二分音符は全弓の半分の長さで、使う部位は右半弓（弓根に

近い方）になる。

(3)【曲１】ですでに練習していることではあるが、原注 2 にある「換弓」（拉弓・推弓のきりかえ）のほか、「換弦」（内弦・外弦のきりかえ）

にも注意。換弦については上巻【§40】（特に 85 頁１～６行目）を参照のこと。

(4) 最終小節の「 」はフェルマータ。これがある音符や休符は十分に延長する。

３．第一指練習（一指練習）　張韶作曲

(1) 譜面の冒頭に特に弓法記号がないときは、ふつうは （拉弓）からひきはじめる。

(2) ２や６の上の漢数字「一」は「指
ジーファー

法」（ここでは指づかい・指番号の意→上巻【118

頁訳注１】）で、「一」は人差し指、「二」は中指、「三」は薬指、「四」は小指を指す。

D 調第１ポジションの場合、一二三四の各指は、内弦でも外弦でも同じ位置になる。右

のような開放弦の位置や内外弦の位置関係を図示したものを「把位図」という（右図は

D 調の場合を示す）。また、上巻 81頁の図【手指各関節と左手の指番号】および上巻【§76

伝統把位図】も参照のこと。なお原譜には指法が無かったので訳者が付け加えた。

(3) ０は休符である。休符のときは、前の音（ここでは１）のひきおわりで力をいれす

ぎたり、弓を止めているときにぐらぐら動かしたりすると雑音がでてしまうので、音の

終わりの音色を注意深く聞いて、自然な感じで休符が入るように。また、休符の時には、

音楽の流れまで完全に止めてしまわないよう、心の中できちんと拍を取るようにする。

(4)この曲は、第１～24小節までは６小節単位で区切ると構造が理解しやすい。６小節

は、さらに２小節＋２小節＋２小節に分かれる。

４．第一・二指練習（一・二指練習）（一）　劉天華作曲

(1) この曲のように、速度表示のない練習曲・楽曲については無理のない速さでひいてみること。なお、指法は訳者が付け加えた。

(2)【曲１】【曲２】【曲３】は拉弓で進んだ分だけ推弓で戻る、いわゆる左右対称の弓法だが、例えば本曲第 13 ～ 14 小節の ２３２１｜
２３ は右半弓、第 15 ～ 16 小節の ６７６５｜６５ は左半弓と、使う部位が異なる。このことを念頭に、弓のどの部位を使うかを意識し

て練習すること。

(3) 原曲は劉育和編『劉天華全集』51 頁所載の「練習七」。以下、楽譜や参考文献などについては上巻巻末一頁からの【参考文献表】

を参照のこと。作曲者の劉天華については上巻【§８】参照。

【図：D 調把位図】


